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健
康
診
断
な
ど
で
「
お
酒
は
ほ
ど

ほ
ど
に
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
適
量
の
飲
酒
は
、
気
持
ち

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
会
話
を
増

や
し
た
り
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
量
飲
酒
を
続
け
る

と
、
健
康
面
に
様
々
な
悪
影
響
が
生

じ
ま
す
。
年
末
年
始
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。
節
度
あ

る
飲
酒
を
心
が
け
、
お
酒
を
楽
し
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ど
う
し
て
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
と

い
け
な
い
の
？

・
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
た
ま
り
、
脂

　

肪
肝
な
ど
の
肝
臓
病
に
な
り
や
す

　

い
で
す

・
内
臓
脂
肪
が
増
え
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る
危
険
性

　

が
あ
り
ま
す

・
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

　

慣
病
の
原
因
に
な
り
ま
す

・
長
期
に
わ
た
り
飲
み
続
け
、
ア
ル

　

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、
生
活

　

面
に
支
障
が
生
じ
ま
す

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
と
は
？

　

「
健
康
日
本
21
」
で
は
、
通
常
の

ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
機
能
を
有
す
る
壮

年
男
性
の
場
合
、
一
日
平
均
純
ア
ル

コ
ー
ル
で
約
20
グ
ラ
ム
を
節
度
あ
る

適
度
な
飲
酒
と
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー

ル
中
瓶
１
本
、
日
本
酒
１
合
、
ワ
イ

ン
２
杯
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯

等
が
相
当
し
ま
す
。
一
日
の
飲
酒
量

が
こ
の
３
倍
以
上
に
な
る
と
、
飲
み

す
ぎ
と
な
り
、
健
康
面
に
悪
影
響
が

出
た
り
、
依
存
症
に
な
る
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
女
性
や
高
齢
者
は
、

よ
り
少
量
が
適
当
で
す
。
特
に
妊
婦

さ
ん
は
、
お
酒
を
飲
む
と
胎
盤
を
通

じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
胎
児
の
血
液
に

流
れ
込
み
、
胎
児
の
発
育
（
特
に

脳
）
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
未

成
年
も
、
脳
の
発
達
に
悪
影
響
が
出

お
酒
と
健
康

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

た
り
、
急
性
の
中
毒
症
状
を
起
こ
し

や
す
い
な
ど
様
々
な
害
が
あ
り
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
手
に
お
酒
と
付
き
合
う
に
は
？

・
ゆ
っ
く
り
食
事
と
一
緒
に
、
適
量

　

を
飲
む

・
空
腹
の
ま
ま
飲
ま
な
い
。
魚
や
豆

　

腐
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
、
果
物
な

　

ど
を
一
緒
に
摂
る
と
、
肝
臓
へ
の

　

負
担
を
軽
く
し
ま
す

・
週
2
回
は
飲
ま
な
い
日
を
設
け
、

　

肝
臓
を
休
ま
せ
る

・
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

・
肝
機
能
検
査
等
、
定
期
的
に
検
診

　

を
受
け
、
飲
み
す
ぎ
て
い
な
い
か

　

確
認
す
る

 　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
ら
は

消
火
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
、
消
防
車
に
使

用
す
る
水
を
供
給
す
る
も
の
で

す
。「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

は
道
路
脇
や
道
路
上
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
標
識
を
掲
げ

て
い
る
も
の
や
、
路
上
や
蓋
に

マ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
消
防

水
利
に
つ
い
て
、
消
防
署
で
は

定
期
的
に
調
査
や
点
検
を
行
い
、

い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発
生
し
て

も
直
ち
に
対
応
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
近
く
に
車

が
駐
車
し
て
あ
る
と
、
消
火
活
動

に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
駐
車
す
る
際
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
道
路
交
通
法
で
駐

車
を
禁
止
し
て
い
る
場
所
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
こ
れ  

　

ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
り
口

　

か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、池

　

等
）の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い

　

る
位
置
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

　

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
に
ご
理   

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
栓
等
付
近
で
の
駐
車
禁
止

〜
上
手
に
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
〜
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こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５

　

結
果
、
男
性
は
、
20
代
・
30
代
・

60
代
が
年
相
応
の
体
力
、
40
代
は

20
代
前
半
の
体
力
、
50
代
は
40
代

後
半
の
体
力
。
女
性
は
、
30
代
が

20
代
前
半
の
体
力
、
20
代
・
40
代
・

50
代
・
60
代
は
年
相
応
の
体
力
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
驚
い
た
の
は
、
60
代
の

男
性
で
20
代
前
半
の
体
力
を
持
つ

人
が
一
人
い
た
こ
と
で
す
。
話
を

聞
く
と
陸
上
マ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
に

出
場
し
、
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、

定
期
的
に
運
動
を
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
健
康
増
進
と
体
力
維

持
の
た
め
日

頃
か
ら
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、

来
年
の
新
体

力
テ
ス
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

10
月
25
日
（木）
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
で
市
内
の
20
歳
〜
64
歳
の
方

を
対
象
と
し
た
新
体
力
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
は
、
文
部
科
学

省
の
依
頼
を
受
け
、
国
民
の
体

力
、
運
動
能
力
の
現
状
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
と
行
政
上
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
血
圧
、
脈
拍
測
定
等

で
参
加
者
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
テ
ス
ト
に
入
り
ま
す
。

　

テ
ス
ト
項
目
は
、
握
力
（
最

大
筋
力
）、
上
体
起
こ
し
（
筋
持

久
力
）、長
座
体
前
屈（
柔
軟
性
）、

反
復
横
と
び
（
敏
捷
性
）、
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン（
全
身
持
久
性
体
力
）、

立
ち
幅
跳
び
（
筋
パ
ワ
ー
）
の

６
種
目
で
す
。

　

今
回
の
参
加
人
数
は
、
男
性

39
人
、
女
性
30
人
。
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
で
平
均
得
点
を
出
し
、

得
点
合
計
か
ら
体
力
年
齢
を
割

り
出
し
て
見
ま
し
た
。

 
平
成
24
年
度 

長
門
市
表
彰

　

長
門
市
で
は
、
長
門
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
受
賞
者
は
、
自
治
行
政
・
産
業
振
興
・
衛
生
振
興
・
社
会
事
業
・
寄
附
の
部
門
で

功
績
の
あ
っ
た
９
人
と
４
団
体
で
す
。
11
月
14
日
（水）
、
長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
、
大
西
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
行
政

◎ 

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
小
﨑
　
絢
三（
東
深
川
湊
１
西
区
）

◎ 

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
中
元
　
覺
（
東
深
川
駅
前
区
）

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
池
本
　
裕
之
（
日
置
下
長
行
）

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
池
本
　
和
博（
油
谷
蔵
小
田
下
蔵
小
田
）

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
林
　
英
昭
（
深
川
湯
本
河
原
区
）

産
業
振
興

◎ 

農
地
と
水
の
環
境
保
全
活
動
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

　
河
原
地
域
資
源
保
全
会

◎
集
団
営
農
と
農
事
組
合
法
人
の
設

立
に
よ
り
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
功
績

　
農
事
組
合
法
人
「
二
条
窪
」

◎
集
団
営
農
と
農
事
組
合
法
人
の
設

立
に
よ
り
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
功
績

　

農
事
組
合
法
人
「
三
ヶ
村
」

衛
生
振
興

◎ 

多
年
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
森
田
　
高
生
（
東
深
川
江
良
区
）

◎ 

多
年
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
川
上
　
俊
文（
東
深
川
緑
ヶ
丘
区
）

社
会
事
業

◎ 

多
年
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
小
林
　
泰
子（
日
置
上
大
内
山
上
）

◎ 

多
年
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
事
業
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　
黒
瀨
　
惠
子
（
三
隅
下
向
開
作
）

寄
附

◎ 

消
防
用
資
材
搬
送
車
両
と
し
て

440
万
円
相
当
を
寄
附
さ
れ
た
功
績

　
長
門
大
津
農
業
協
同
組
合

表
彰
者
（
敬
称
略
）


